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月明かりの下で、かつて、愛を語った。 
蒼く光る月光の下で、心許した友を喰らった。 
 
もう戻れない、過ぎ去った日々よ。 
せめてこの心砕けるまで、わが心の片隅に在れ。 

 

月光夜曲 
 

月明かりの下で、人を愛することを知った。 
蒼く光る月明かりの下で、私の世界は砕かれた。 

 
失われた日々よ、私に力を。 

たとえこの心砕けようとも。我に、断罪の剣を。 
 

 

アメリカ西部、サンフランシスコ。 

平和なはずの街で発見された儀式のあと。 

目撃された巨大な狼。 

車椅子の女と、兄の仇を追う少女。 

因縁は光と闇の大地を通り抜け、海を越えた自由の国へ。 

 

そこに待つのは、メディアという名の壮大な茶番劇。 

そこにあるのは、隠された小さな悲劇。 

悲鳴を上げる心は、曇り、濁り、誰にも届くことはない。 

助けを求める言葉は、あまりにも小さくて、誰かに届くのかすらわからない。 
 

「さぁ、ショウだ！ 蒼い蒼い月光の下で、狼狩りが始まる！」 


